日本機械学会2013年度年次大会 
高校生科学技術コンテスト　研究レポート（一次審査用）

研究レポート作成について＊
（日本機械学会指定テンプレートファイル利用について）
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日本機械学会高等学校
〒160-0016　東京都新宿区信濃町35
kikai_taro@jsmehighschool.jp
キーワード :　力学、運動エネルギー、振動、シミュレーション
1．　はじめに
このテンプレートファイルは、日本機械学会　高校生科学技術コンテストの一次審査用研究レポートのスタイルファイルとして、フォントサイズなどの書式を設定し、登録しています。1行の文字数、1ページの行数などを定められた形式で作成することができます。
本文の文字数は、1ページ当たり、50文字×46行×1段組で2300字とします。また、文章の区切りには全角の読点「、」と句点「。」を用います。カッコも全角入力します。
本文中の文字の書式は、明朝体を利用し、章節項については、ゴシック体を使用します。提出原稿のファイルサイズを、１ファイルあたり2 MB以下として下さい。
2．　このテンプレートファイルの使い方
このテンプレートの表題、著者名、本文などはあらかじめ指定のフォントサイズなどの書式が設定されています。この書式を崩さずに入力すれば、文字数、行数など定められた体裁でレポートを作成することができます。体裁がこのテンプレートのようにならない場合には、使用の環境に合わせ、申請者各自で微調整を行うなどの必要があります。
なお、書式を崩してしまった場合は、段落内にカーソルを置き、［書式設定］ツールバーの「スタイル」ボックスで、指定したいスタイルをクリックすると体裁を整えることができます。
3．　執筆の手引き
3・1　規定ページ数について
一次審査用研究レポートのページ数は、最大で４ページまでとします。なお、原稿中にページ番号は不要です。 
3・2　原稿の作成に際して
冒頭には、和文の表題・副題（副題はあっても無くても構いません）、著者名、連絡先所属機関、代表者の電子メールアドレス、キーワードを入れて下さい。
3・3　表題及び副題の付け方
表題は内容を明確に表現するもので、しかも簡潔なものが望まれます。また、必要に応じて副題を付けても構いません。
3・4　キーワードの付け方
キーワードは、研究内容を代表する重要な用語を、３個以上５個以下の範囲で選んで下さい。
3・5　見出し（章、節、項）の付け方及び書き方
本文は適当に区分して、見出しを付けて下さい。体裁としては、章は2行分をとって、行の中ほどに書いて下さい。また、節・項は行の左端より1文字あけて書き、改行して本文を記載して下さい。ただし節の後に項がくるときは改行します。書体はゴシック体として下さい。
3・6　量記号・単位記号の書き方
量記号はイタリック体、単位記号はローマン体として下さい。 
3・7　用いる単位について
単位は、なるべくSI単位を使用して下さい。数学記号・単位記号及び量記号は、半角英数字を使用します。 
3・8　用いる記号
数字の書き方は、表2の例に従って下さい。年度の表し方については、本年または昨年などとせず、かならず2012年のように西暦ではっきり記述します。 
4．　図及び写真・表の作成に関して
（1）本文中では、図1、表1のように日本語で書きます。写真は、図として扱います。カラーで掲載しても構いません。
（2）番号・説明などは、図についてはその下に、表についてはその上に書いて下さい。
（3）本文と、図・表の間は1行以上の空白を空けて、見やすくします。
（4）図及び表の横に空白ができても、その空白部には本文を記入しないで下さい。
（5）図及び表は、余白部分にはみ出さないようにして下さい。
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5．　数式の書き方
文章と同じ行中にある式の書き方は、表3の例のようにして下さい。ただし、別行に示す式の場合はこの限りではありません。また、カッコの使い方は式（1）の例に従って下さい。
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式番号は、式と同じ行に右寄せして（ ）の中に書きます。また、本文で式を引用するときは、式（1）のように書きます。式を書くときは、2文字分空白を空けて書いて下さい。なお、本文と式、式と式の間は1行以上の空白を空けて、見やすくします。
また、数式エディタのポイント数は本文に準じるものとすますが、添え字等が小さく読みにくくなるときは下記の例のように適宜拡大して下さい。
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（2）
6．　引用文献の書き方
本文中の引用箇所には、右肩に小括弧をつけて、通し番号を付けて下さい。例えば、新宿・渋谷(1)(2)のようにします。引用文献は、本文末尾に番号順にまとめて書きます。また、日本語の文献を引用する場合は日本語表記とし、英語の文献を引用する場合は英語表記とします。引用文献の書き方については、以下の例を参考にして下さい。
7．　おわりに
本テンプレートファイルのスタイルを利用すると、各々の項目の書式が自動的に利用できるので便利です。
参考文献
(1) 新宿太郎, 渋谷二郎,“論文の書き方”, 日本機械学会論文集A編, Vol. 52, No. 485 (1987), pp. 111-116.
(2) Keer, L.M., Knapp, W. and Hocken, R., “Resonance Effects for a Crack Near a Free Surface”, Transactions of the ASME,  Journal of Applied Mechanics, Vol. 51, No. 1 (1986), pp. 65-69.
(3) http://www.jsme.or.jp/junior/
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良い例�
悪い例�
�
0．357�
．357�
�
3．141 6�
3．141、6�
�
3．141 6×2．5�
3．141 6・2．5�
�






表２　数値の書き方の例





表４  大気圧における空気の特性値





� EMBED Equation.DSMT4 ���[oC]�
� EMBED Equation.DSMT4 ���[kg/m3]�
� EMBED Equation.DSMT4 ���[J/(kg·K)]�
� EMBED Equation.DSMT4 ���[Pa·s]�
� EMBED Equation.DSMT4 ���[m2/s]�
� EMBED Equation.DSMT4 ���[W/(m·K)]�
� EMBED Equation.DSMT4 ���[m2/s]�
� EMBED Equation.DSMT4 ����
�
�
�
×103�
×10-5�
×10-5�
×10-2�
×10-5�
�
�
0�
x．xxxx�
x．xxx�
x．xxx�
x．xxx�
x．xxx�
x．xxx�
x．xxx�
�
20�
x．xxxx�
x．xxx�
x．xxx�
x．xxx�
x．xxx�
x．xxx�
x．xxx�
�
40�
x．xxxx�
x．xxx�
x．xxx�
x．xxx�
x．xxx�
x．xxx�
x．xxx�
�
60�
x．xxxx�
x．xxx�
x．xxx�
x．xxx�
x．xxx�
x．xxx�
x．xxx�
�
80�
x．xxxx�
x．xxx�
x．xxx�
x．xxx�
x．xxx�
x．xxx�
x．xxx�
�
100�
x．xxxx�
x．xxx�
x．xxx�
x．xxx�
x．xxx�
x．xxx�
x．xxx�
�












良い例�
悪い例�
�
� EMBED Equation.3 ����
√� EMBED Equation.3 ����
�
� EMBED Equation.3 ����
� EMBED Equation.3 ����
�






表３　平方根と除算の書き方の例
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